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ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
意
義
と
展
望

　
次
世
代
の
都
市
の
あ
り
方
と
し
て
、
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー

次
世
代
社
会
イ
ン
フ
ラ

が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
情
報
通
信
技
術

Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
用
い
て
、
地
域
単
位

で
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
を
最
適
制
御
し
、
快
適
な
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
を
視
野
に
入
れ
た
新
し
い
社
会
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
で
あ

る
。
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
意
義
は
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
拡
大
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
、
自
律
性

の
高
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
わ
が
国
の
優
れ
た

技
術
を
生
か
し
た
新
た
な
市
場
創
出
で
あ
る
。
現
在
、
国
内

外
に
お
い
て
実
証
事
業
が
加
速
し
て
い
る
。優

良
技
術
生
か
し
新
市
場
創
出

　
今
、
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

次
世
代
社
会
イ
ン
フ
ラ

を
実
現
す
る
多
く
の
技
術
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
、
社
会
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
の
向
上
、
低
炭
素
社

会
の
実
現
だ
け
で
な
く
、
ア
ジ
ア
や
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
温
暖
化
問
題
解
決
に
貢
献
す
る
力
を
持
っ
て
い
る
。
そ

の
際
、
地
域
が
抱
え
る
問
題
を
正
面
に
見
据
え
、
地
域
の
担
い
手
を
主
役
に
し
た
実
施
計
画
に
す
る
こ
と
が
、

年

後
、

年
後
、
１
０
０
年
後
も
役
立
つ
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
の
カ
ギ
に
な
る
。
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ま
ず
は
２
０
年
続
く
計
画
を

人
と
技
術
が
「
た
ん
が
く
」
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

　　 ２０１３年 平成２５年 ７月３０日 火曜日 （第２部） 　　 （ ）

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
が
極

め
て
低
い
わ
が
国
に
と
っ

て
、
化
石
燃
料
の
高
度
利
用

を
踏
ま
え
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ

ス
テ
ム
の
改
革
は
不
可
欠
で

あ
る
。
自
給
率
を
高
め
る
方

法
と
し
て
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
導
入
拡
大
や
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
が
考
え
ら

れ
る
。
し
か
し
、
太
陽
光
発

電
や
風
力
発
電
が
大
量
に
導

入
さ
れ
た
場
合
、
出
力
が
自

然
条
件
に
よ
り
左
右
さ
れ
る

た
め
、
電
圧
の
変
動
、
周
波

数
調
整
力
の
不
足
、
余
剰
電

力
の
発
生
な
ど
、
現
在
の
送

電
網
で
は
問
題
が
生
じ
る
可

能
性
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。

そ
の
解
決
策
と
し
て
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
利
活
用
し
効
率
的
に
電

力
需
給
バ
ラ
ン
ス
を
図
り
、

電
力
の
安
定
供
給
を
維
持
す

る
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド

次

世
代
電
力
網

が
提
案
さ
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
有
効
利
用
の
観
点
か

ら
、
電
力
だ
け
で
は
な
く
、

熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
交
通
シ
ス

テ
ム
を
含
め
、
人
々
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
全
体
を
視
野
に

入
れ
た
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
あ
り
方
が
検
討
さ

れ
て
い
る
。
２
０
１
０
年
か

ら
、
国
内
４
地
域

横
浜

市
、
豊
田
市
、
け
い
は
ん
な

学
研
都
市
、
北
九
州
市

に

お
い
て
、
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ

ー
・
社
会
シ
ス
テ
ム
実
証
事

業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
経
済
産
業
省
が
示
す
ス
マ

ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
イ

メ
ー
ジ
に
よ
る
と
、
従
来
の

大
規
模
集
中
型
発
電
に
加
え

て
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
、
洋
上

風
力
発
電
、
小
水
力
発
電
な

ど
の
小
規
模
分
散
型
発
電
が

導
入
さ
れ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
よ

っ
て
、
地
域
の
ビ
ル
や
家
庭

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
を
総
合

的
に
管
理
し
て
い
る
。
地
域

冷
暖
房
施
設
で
は
、
ガ
ス
エ

ン
ジ
ン
な
ど
の
熱
電
併
給
シ

ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
、
排
熱

も
有
効
に
利
用
さ
れ
る
。
次

世
代
環
境
住
宅
と
呼
ば
れ
る

ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
で
は
、
太

陽
光
発
電
、
燃
料
電
池
、
電

気
自
動
車

Ｅ
Ｖ

、
蓄
電

池
な
ど
の
技
術
が
需
要
者
の

生
活
に
合
わ
せ
て
最
適
に
制

御
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
太
陽

光
発
電
や
燃
料
電
池
に
よ
り

自
家
発
電
を
行
い
、
電
力
の

過
不
足
分
は
Ｅ
Ｖ
や
蓄
電
池

に
よ
る
調
整
が
考
え
ら
れ

る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
カ
ギ
を
握
る
基
盤
技

術
が
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
で

あ
る
。
こ
れ
は
電
気
事
業
者

と
需
要
者
の
間
で
双
方
向
通

信
機
能
を
搭
載
し
た
次
世
代

電
力
計
で
あ
り
、
電
力
消
費

量
の
自
動
検
針
や
家
電
の
電

源
切
替
な
ど
、
リ
ア
ル
タ
イ

ム
に
遠
隔
操
作
が
可
能
と
な

る
。
ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
デ

ー
タ
の
見
え
る
化
か
ら
料
金

お
よ
び
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
の
付

与
を
行
い
、
需
要
者
の
行
動

変
化
を
促
す
デ
マ
ン
ド
レ
ス

ポ
ン
ス

需
要
応
答

が
試

さ
れ
て
い
る
。

年
の
夏
に

は
、
国
内
の
実
証
事
業
に
お

い
て
、
約
２
割
の
ピ
ー
ク
カ

ッ
ト
効
果
が
確
認
さ
れ
た
。

　
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
が
推
進
さ
れ
る
背
景
に

は
、
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
社

会
の
実
現
が
明
記
さ
れ
た

年
６
月
策
定
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

基
本
計
画
が
あ
る
。
こ
の
計

画
で
は
、
経
済
成
長
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
安
全
保
障
、
地
球
温

暖
化
対
策
を
同
時
に
達
成
す

る
２
０
３
０
年
に
向
け
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
戦
略
が
定
め
ら
れ

た
。
東
日
本
大
震
災
に
伴
う

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の

事
故
に
よ
り
、
計
画
を
ゼ
ロ

ベ
ー
ス
で
見
直
し
て
い
る

が
、
被
災
地
の
復
興
や
災
害

に
強
い
安
全
・
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
の
観
点
か
ら
も
ス
マ

ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
必

要
性
は
高
ま
っ
て
い
る
。
例

え
ば
、
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
導
入
促
進
事
業
と
し

て
、
福
島
県
、
宮
城
県
、
岩

手
県
の
各
地
域
に
お
い
て
地

域
特
性
を
生
か
し
た
計
画
が

策
定
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
わ
が
国
は
１
９

７
０
年
代
の
石
油
危
機
を
契

機
と
し
て
、
世
界
に
誇
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
技
術
を
開
発
し
て

き
た
実
績
が
あ
る
。
特
に
、

経
済
成
長
が
著
し
い
ア
ジ
ア

や
ア
フ
リ
カ
の
諸
国
で
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
社
会
整
備
が

急
務
と
な
っ
て
お
り
、
わ
が

国
の
関
連
技
術
を
国
際
的
に

展
開
す
る
可
能
性
を
秘
め
て

い
る
。
モ
ノ
づ
く
り
、
技
術

革
新
、
環
境
調
和
の
組
み
合

わ
せ
に
よ
っ
て
、
新
た
な
市

場
を
創
出
し
、
わ
が
国
の
成

長
産
業
の
育
成
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

国
内
外
の
実
証
試
験
を
通
じ

て
、
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
産

官
学
民
が
一
体
と
な
り
関
連

技
術
の
国
際
標
準
化
を
目
指

す
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

　
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
が
継
続
す
る
条
件
は
、
企

業
や
行
政
の
支
援
を
前
提
と

し
て
、
市
民
の
積
極
的
な
参

画
が
挙
げ
ら
れ
る
。
筆
者
は

甲
府
市
富
士
見
地
区
に
お
け

る
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
の
実
証

事
業
に
参
画
し
て
い
る
。
こ

れ
は
積
水
ハ
ウ
ス
、
東
京
ガ

ス
山
梨
、
山
梨
大
学
の
共
同

研
究
で
あ
る
。
現
在
、
５
世

帯
の
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
に
は

燃
料
電
池
、
太
陽
光
発
電
、

家
庭
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
シ

ス
テ
ム

Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ

が
標

準
装
備
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

事
業
の
特
徴
は
各
世
帯
の
時

間
帯
別
・
回
路
別
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
１

カ
月
ご
と
に
省
エ
ネ
リ
ポ
ー

ト
を
各
世
帯
に
配
布
し
て
い

る
点
で
あ
る
。
リ
ポ
ー
ト
に

は
各
世
帯
と
世
帯
平
均
の
比

較
デ
ー
タ
や
省
エ
ネ
ア
ド
バ

イ
ス
を
掲
載
し
て
お
り
、
居

住
者
の
省
エ
ネ
意
識
を
高
め

る
こ
と
に
役
立
っ
て
い
る
。

今
後
、
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
を
展
開
す
る
に
あ
た

り
、
決
し
て
技
術
に
任
せ
る

だ
け
で
は
な
く
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
使
い
方
に
関
す
る
適
切

な
判
断
力
が
人
間
に
は
求
め

ら
れ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

が
急
速
に
普
及
し
た
際
、
情

報
モ
ラ
ル
教
育
が
必
要
に
な

っ
た
よ
う
に
、
持
続
可
能
な

社
会
の
構
築
を
目
標
と
し

て
、
賢
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利

用
で
き
る
能
力
の
育
成
が
必

要
で
あ
る
。
ス
マ
ー
ト
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
は
人
々
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
全
体
を
視
野
に

入
れ
て
い
る
が
、
地
域
特
性

を
生
か
し
自
然
と
の
共
生
を

含
め
た
広
い
解
釈
か
ら
具
現

化
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠

で
あ
る
。

▲雨
の
日
も
水
量
の

測
定
を
続
け
る
会

津
み
し
ま
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
研
究
会

の
メ
ン
バ
ー

◆
４
本
の
矢

　
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
化
石
燃
料

の
高
度
利
用
、
「
安
全
な
」

原
子
力
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給

率
を
高
め
る
た
め
に
日
本
が

持
ち
う
る
４
本
の
矢
。
こ
れ

ら
の
着
実
な
実
行
の
結
果
と

し
て
低
炭
素
社
会
が
実
現
す

る
。
こ
れ
が
、
２
０
１
１
年

３
月

日
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
、
そ
し
て
東
京
電

力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

の
事
故
の
前
に
、
特
に
低
炭

素
社
会
実
現
の
観
点
か
ら
描

い
て
い
た
も
の
だ
。

年

月

日
に
公
表
さ
れ
た
報
告

書
は
、
当
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

基
本
計
画
で
う
た
わ
れ
て
い

た
２
０
２
０
年
ま
で
に
原
子

力
発
電
所
を
９
基
新
設
す
る

こ
と
が
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い

る
が
、
２
基
し
か
建
設
さ
れ

な
い
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
も
計

算
し
て
い
た
。
し
か
し
、
原

子
力
事
故
自
体
が
発
生
す
る

可
能
性
、
そ
し
て
そ
の
影
響

に
つ
い
て
は
一
言
も
書
か
れ

て
い
な
い
。
「
想
定
外
」
に

対
し
て
厳
し
い
批
判
が
な
さ

れ
た
が
、
自
分
自
身
の
想
像

力
が
足
り
な
か
っ
た
こ
と
を

反
省
し
て
い
る
。

　
今
、
原
子
力
の
矢
が
折
れ

た
分
を
、
残
り
の
３
本
で
懸

命
に
支
え
て
い
る
。
省
エ

ネ
、
再
エ
ネ
も
以
前
に
は
想

定
で
き
な
か
っ
た
勢
い
で
進

ん
で
い
る
が
、
化
石
燃
料
に

し
わ
寄
せ
が
行
っ
て
い
る
の

が
現
状
で
、
一
時
的
に
二
酸

化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

排
出
量

が
増
加
し
て
い
る
。

◆
支
え
る
施
策

　
例
え
ば
、
建
築
物
に
つ
い

て
は

環
境
基
本
性
能
向
上

に
向
け
た
施
策

省
エ
ネ
・

創
エ
ネ
機
器
導
入
を
促
進
す

る
施
策

共
通
施
策

前
述

の
サ
ポ
ー
ト
と
な
る
施
策
―

な
ど
の
対
策
が
有
効
で
あ

る
。

は
建
築
物
自
体
の
性

能
を
高
め
る
た
め
に
、
住
宅

性
能
の
見
え
る
化
、
ラ
ベ
リ

ン
グ
制
度
の
拡
充
、
住
宅
ト

ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
制
度
の
導
入

な
ど
が
あ
る
。

は
建
築
物

で
使
わ
れ
る
省
エ
ネ
・
創
エ

ネ
機
器
の
性
能
を
高
め
る
た

め
の
継
続
的
な
基
準
の
引
き

上
げ
、
太
陽
光
発
電
な
ど
の

場
所
貸
し
制
度
な
ど
が
有
効

だ
ろ
う
。

は
初
期
投
資
負

担
を
軽
減
す
る
よ
う
な
経
済

支
援
、
先
導
的
事
業
へ
の
支

援
が
挙
げ
ら
れ
る
。

は
リ

フ
ォ
ー
ム
市
場
・
審
査
機
関

の
整
備
、
地
域
の
工
務
店
・

業
者
の
技
術
力
向
上
支
援
、

都
市
計
画
に
よ
る
規
制
・
誘

導
な
ど
幅
広
い
サ
ポ
ー
ト
が

必
要
だ
。

　
筆
者
は
マ
レ
ー
シ
ア
の
五

つ
の
経
済
特
区
の
一
つ
、
ジ

ョ
ホ
ー
ル
バ
ル
を
中
心
と
し

た
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
・
マ
レ
ー

シ
ア
地
域
を
対
象
に
し
た
低

炭
素
社
会
実
行
計
画
の
作
成

に
関
わ
っ
て
い
る
。
そ
こ
で

掲
げ
て
い
る

の
方
策
の
四

つ
目
に
低
炭
素
建
築
物
の
普

及
拡
大
も
選
ば
れ
て
お
り
、

日
本
で
試
行
す
る
取
り
組
み

が
ア
ジ
ア
に
広
が
る
可
能
性

を
示
唆
し
て
い
る
。

◆
５
本
目
の
矢

　
震
災
後
、
特
に
輪
番
停
電

が
行
わ
れ
た
地
域
で
は
「
今

ま
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
無
駄
に

使
い
す
ぎ
て
い
た
の
で
は
な

い
か
」
と
い
う
声
が
上
が

り
、
商
業
施
設
の
照
度
や
冷

暖
房
が
強
す
ぎ
る
と
ク
レ
ー

ム
が
出
る
な
ど
意

識
の
変
化
と
行
動

変
容
が
起
こ
っ
た
。

　
５
本
目
の
矢
は
エ
ネ
ル
ギ

ー
サ
ー
ビ
ス
が
私
た
ち
に
提

供
し
て
く
れ
る
「
満
足
度
」

の
見
直
し
だ
。
そ
も
そ
も
私

た
ち
が
必
要
と
す
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
由
来
の
サ
ー
ビ
ス
の
量

と
は
一
体
ど
れ
ぐ
ら
い
な
の

か
。
必
要
な
明
る
さ
や
移
動

量
、
冷
暖
房
な
ど
は
ど
れ
ぐ

ら
い
か
。
い
ろ
い
ろ
な
方
法

で
見
直
し
た
満
足
度
を
満
た

す
こ
と
が
で
き
る
。
明
か
り

を
取
り
込
み
や
す
い
建
物
、

徒
歩
や
自
転
車
・
公
共
交
通

で
移
動
し
や
す
い
都
市
構
造

に
転
換
す
れ
ば
そ
も
そ
も
普

段
使
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
格
段

に
減
ら
せ
る
。
効
率
の
高
い

照
明
機
器
や
冷
暖
房
装
置
を

使
え
ば
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
投
入

量
を
減
ら
せ
る
。
そ
う
や
っ

て
少
な
く
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
量
を
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
な
ど
Ｃ
Ｏ
２
排
出
原
単

位
の
少
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

で
供
給
す
れ
ば
Ｃ
Ｏ
２
排
出

量
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き

る
。
地
中
熱
や
熱
電
併
給
、

地
域
冷
暖
房
を
地
域
の
実
情

に
合
わ
せ
て
活
用
す
る
こ
と

も
有
効
だ
。

◆
会
津
み
し
ま
か
ら

　

年
７
月
中
旬
に
「
会
津

み
し
ま
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
研

究
会
」
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
な

っ
た
記
念
設
立
総
会
に
出
席

し
た
。震
災
以
降
、町
民
主
体

で
立
ち
上
げ
た
研
究
会
だ
。

自
分
た
ち
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
量
の
調
査
と
分
析
、
小
水

力
発
電
所
な
ど
の
先
進
事
例

の
見
学
、
地
元
の
学
校
で
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
な
ど

を
継
続
的
に
行
っ
て
い
る
。

　
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
な
が
ら
地
域
の
人
々
が

定
期
的
に
川
の
水
量
を
調
査

し
、
事
業
計
画
を
つ
く
る
。

小
水
力
発
電
所
が
で
き
た
ら

そ
の
電
気
を
ど
の
よ
う
に
使

う
か
思
い
を
は
せ
る
。
そ
の

先
の
願
い
の
一
つ
は
、
森
林

に
囲
ま
れ
た
三
島
町

福
島

県

に
若
者
の
働
き
口
が
あ

り
家
族
が
養
え
る
と
い
う
身

の
丈
に
あ
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
づ
く
り
で
あ
る
。

◆
ス
マ
コ
ミ
再
考

　
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
は
新
し
く
て
古
い
問
題

だ
。
新
し
い
技
術
に
頼
っ
て

表
面
的
な
解
決
し
か
で
き
な

け
れ
ば
、
次
の
新
し
い
も
の

に
翻
弄
さ
れ
、
取
り
残
さ
れ

ほ
ん
ろ
う

る
。
そ
の
地
域
の
根
底
に
存

在
す
る
問
題
の
解
決
に
つ
な

が
ら
な
け
れ
ば
、
継
続
的
な

取
り
組
み
に
な
ら
な
い
。

　
重
要
な
の
は
誰
が
主
体
に

な
っ
て
担
っ
て

福
島
弁
で

た
ん
が
く

い
く
か
が
だ
。

年
後
、

年
後
、
１
０
０

年
後
の
そ
の
地
域
を
担
う
の

は
誰
な
の
か
。
そ
の
土
地
の

歴
史
や
風
土
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
よ
そ
者
が
持
ち
込
む

新
し
い
技
術
や
知
恵
も
柔
軟

に
取
り
込
ん
で
、
わ
が
も
の

に
し
て
い
く
。
そ
ん
な
し
た

た
か
な
主
体
が
た
く
さ
ん
出

て
き
た
ら
、
日
本
は
き
っ
と

元
気
に
な
る
。


